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この夏友人が、日本原子力学会主催の夏期セミナー
で行われるパネル討論会に、私をパネリス トにと推
薦 してくれた事から、参加 させて頂 くこととなりま
した。
結婚するまでの娘時代を某原子力発電所にて勤務 し
ておりましたが、現在、OB会 に参加する事もなく、
原発立地の地元意識もなく生活 しておりました。そ
んな私で したのに、私は、長男が在学する高校で P
丁A役員を任命 されており、時同じ頃、福井県県教
育長との対話集会 という場を設けて頂き、質問事項
に原子力地元立地校 としての工業高校、特色ある科
の新設等をと取 り組んでおりましたので、急に興味
がわいて参りました。
パネル討論会は、初めての経験で、何を話 して良い
のかも解かりませんでしたが、原子カリスクコミュ
ニケーションの取 り組み、地元女性 と現場ワーカー
の対話 との題に沿 つて進めていかれるという事で、
事前に頂いたアンケー トには、私の思つている事を
記入しました。

おりしも、関電美浜原発にての事故がおこり、死傷
者のでる大変な事態でしたので、マスコミの取 り扱
い方も大々的なものでした。原発事故というのは、即、
放射能汚染 と結びつきます。事故 というと、広島、
長崎の原爆のキノコ雲を想像 して しまいますが、今
回の事故は、蒸気ポイラーを所有 している事業所な
ら有 り得る事故のはずなのに、原発事故という事で
取 り上げられ方が随分違 うのではないか、という気
持ちもでてきました。
実際、現場ワーカーの方も、あの日、たまたま自分
は事故現場に行かなかつたので難を逃れたと話も聞
かせてもらいました。そして事故が起こったのは、
ボイラー建屋で、私達が敏感に反応する様な放射能
漏洩等は無いとのことでした。
私はその頃、自分が携わつている仕事の中で安全と
安心 という言葉の違いを感 じることがありました。
安全、安全 と連呼されても、安心感が得 られる事、
物でなければ、納得頂けない、安堵感を持つて生活
できる事が何よりも一番大事なのだと思わされました。
私の場合は体の健康を考えての口に入れる物でしたが、
体の害についてなら原発は最も影響ある物ではない
でしょうか。

それならば原発事故がニュースで流れるときにアナ
ウンサーは最後に、周辺の環境には影響はありません、
と言い、締めくくられますが、環境モニタリングの
数値は昨日と変わらず環境に影響は一切ないと、対
比する物があつて伝 えられれば安心する気持ちにな
るのではないでしょうか。
そんな中、小浜から参加のパネリス トがふれた、原
子力災害が起 きた場合の避難の仕方やヨウ素剤の配
布のされ方等、隣接する市の住民がこんな不安を抱
いて生活をしている事を知りました。その事で県には、
事故発生時の行動マニュアルという物がきちんとあ
る事を知 り、そのマニュアルに従つて対応 される事
を改めて知 り、知 らない事で不安をかりたてている
住民も、私を含め意識が薄い住民も多いのではない
かと思いました。
本当に安心 して暮らす為には、原発はいらないとい
う事に結論づけられて しまうのかも知れませんが、
今現在の電気の需要、経済面から考え、電気を使用
できなくなる生活の方がはるかに不便で、原発に依
存 しなくてはならない現状を思うと、今一層の厳 し
い安全基準を設けて企業努力して欲しいという事です。
この不況の中、経費節減の折から現場での声が上司
にあがらない為に、従事者が危険にさらされる事が
本当にないのかと、美浜の事故を見て感 じてしまい
ます。
些細な事でも従事者が安全でなければ、その周辺に
暮らす私達の安全は守られないのだと強く感じました。
最後に、パネル討論会に参加 し、反省や新たな事に
気付かされた事等、大変有意義な時間を頂戴 しまし
た事に心より感謝いたします。
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「原
子
力
」
か
ら
連
想
す
る
も
の

原
子
力
発
電
に
対
す
る
人
び
と
の
意
識
は
ど

う
変
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
ア
ー
タ

が
語
る
」
の
初
回
は
、
原
子
力
安
全
シ
ス
テ
ム

研
究
所
が
、
１
９
９
３
年
か
ら
２
０
０
３
年

ま
で
の
１０
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た

「原

子
力
発
電
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
定
期
的
な
調
査
だ
け
で
な
く
、

原
子
力
に
関
わ
る
事
故
・
事
件
後
の
ス
ポ
ッ
ト

調
査
を
組
み
合
わ
せ
、
事
故
や
事
件
が
世
論
に

与
え
た
影
響
を
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
関
西
地
区
を
中
心
に
調

査
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
全
国
や
関

東
に
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
あ
な
た
は
「原
子
力
」
と
言
わ
れ
た

ら
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
、
こ
の
問
い
に
対

す
る
自
由
記
述
を
分
類
し
た
結
果
が
図
１
で
す
。

全
体
の
４０
％
強
の
人
が

「発
電
。
発
電
所
。
電

気
・
電
力
」
を
連
想
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
に

は
電
源
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
抱
か
れ
て
い
ま

す
。
次
に
多
い
の
は
、
「原
爆
、
戦
争
、
核
兵

器
」
の
２５
％
で
ヽ
４
人
に
一
人
は
軍
事
利
用

を
連
想
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一人
の
回
答
者
が
複
数
記
述
し
て
い
る
の
で
、

回
答
者
ご
と
に
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
書
い
て
い

る
か
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
書

い
て
い
る
か
を
整
理
し
直
し
た

結
果
が
図
２
で
す
。
半
数
を
超

え
る
人
が
原
子
力
か
ら
否
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
し
、
さ
ら

に
全
体
の
３
分
の
１
強
の
人
は

否
定
的
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
連
想

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、

１０

年
間
で
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
。

事故で変動しやすい不安感

では、原子力施設事故の不安につい
てはどうでしょう。2002年 の調査では、
「非常に不安」が23%、 「かなり不安」
が 27%、 全体の半数の人が「かなり」
以上の不安を感じています。さらにこ
の 10年の変化をみてみると、図 3に
示すように、事故後の調査で「非常に
不安」の比率が大きく変化 しているの
がわかります。1996年 のもんじゅ事
故 2ヵ 月後と、1999年 の」CO事故 2
ヵ月後の調査では、いずれも「非常に
不安」が 10ポイン トほど高まり、そ
の後低下するといった同じようなパタ
ーンを見せています。」CO事故の場
合、被曝した二人の作業員の方が亡く
なられるという最悪の結果を招きまし
たが、それにもかかわらず、1年後の
2000年 には事故前の水準に戻ってい
ます。人びとの原子力への不安感は、
事故の影響を大きく受け、また変化 し
やすいものだと言えそうです。
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図3 原子力施設事故の不安の推移
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図 4 原子力発電について知 ってい るほ うか男女別
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図1「原子力」からの自由連想

25
15  14   8

そ
の
他

危
険
・
不
安

事
故轍期溌染

原
爆
・
戦
争

核
兵
器

エ
ネ
ル
ギ
ー

醗鑓
一醗施所

否定的イメージだけの人

3596

どちらでもない人
17%

メージだけの人
2996

否定的イメージ
肯定的イメージ
両方の人
19%

[ ■ 無回答

l r ]あ まり読まない

に: : や や読む

匡]よ く読む

☆ 印は有意差あり

原子力から否定的イメージを連想した人と
肯定的イメージを連想した人

図 2
男 性     女 性

図 5 新 聞 を読 む程 度  男女別

男
女
の
知
識
差
の
背
景
に
あ
る
も
の

世
論
調
査
で
は
、　
一般
的
に
男
性
と
女
性
で

顕
著
に
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

同
調
査
の
原
子
力
関
係
の
質
問
で
は
、
男
女
の

回
答
に
顕
著
な
差
が
み
ら
れ
た
の
は
、
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
質
問
で
し
た
。
図
４
に
示
す
よ
う
に
、
男
性

で
は
「知
っ
て
い
る
ほ
う
」
が
１９
ポ
イ
ン
ト
高

く
、
逆
に
女
性
で
は
「知
ら
な
い
ほ
う
」
が
２５

ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
男
女
の

知
識
の
差
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
情
報
へ
の
接
触

の
違
い
（図
５
）
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
男
女
と
も
に
「知

ら
な
い
ほ
う
」
と
い
う
の
が
最
も
多
い
回
答
だ

と
い
う
点
で
す
。
男
性
は
全
体
の
５２
％
ヽ
女
性

は
全
体
の
７７
％
が
ヽ
「知
ら
な
い
ほ
う
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
原
子
力
は
、
「積
極
的
に
知
り

た
い
と
は
思
わ
な
い
」
こ
と
の
ひ
と
つ
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
で
原
子
力
は
、

電
気
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
使
わ
れ
る
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
な
ら
ば

「お
金
」
の
こ

と
と
同
様
に
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き
て
い
く
た

め
に
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
知
識
だ
と
納

得
が
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
素
人
に
も
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
世
代
に
も
、
ま
ず
は
わ
か
り

や
す
い
情
報
を
提
供
し
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
か
ら

始
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？

「デ
ー
タ
が
語
る
」

原
子
力
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
？


